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函館市教育委員会生涯学習部   

文化財課長 木村 元子   

 

寄附採納に対する植樹式および感謝状贈呈式の取材・報道について（依頼） 

 

このことについて，別紙のとおり実施しますので，取材・報道方よろしくお願

いいたします。 

 

 

 

         

函館市教育委員会生涯学習部文化財課 

担当：吉田・藤田  

電話：0138-21-3472 



植樹式および感謝状贈呈式について 

 

１ 日時 

 令和５年１１月１１日(土) １１：００～ 

 

２ 場所 

  史跡大船遺跡「縄文の森」 

 

３ 植樹式および感謝状贈呈式出席予定者 

  市側 ：市長，教育委員会生涯学習部長，教育委員会生涯学習部文化財課長 

  相手側：一般社団法人北海道中小企業家同友会函館支部 道南観光研究会 

      会長 山田 俊幸（やまだ としゆき） 氏  他 

 

４ 寄附者（感謝状の贈呈を受ける者） 

  一般社団法人北海道中小企業家同友会函館支部 道南観光研究会 

  会長 山田 俊幸 氏 

 

５ 受領者（感謝状を贈呈する者） 

  函館市長 大泉 潤 

 

６ 寄附の経過 

  当会はかねてより縄文文化に高い関心を持ち，令和元年度には「北海道・北

東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録の一助になるようにと，縄文文化の理解を

深めるため，「縄文紙芝居」の寄附をいただいている。 

今年度は，「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産である史跡大船遺跡

において「縄文の森」エリアが供用を再開したことにともない，オオヤマザク

ラ，木製ベンチおよび木製スツールの寄附の申し出があった。 

  これにより，縄文時代の景観の向上および，来訪者の憩いの場の創出が図ら

れ，縄文文化の魅力発信につながることから，寄附採納することとし感謝状を

贈呈する。 

 

７ 寄附物件 

（１） オオヤマザクラ  ５本 

（２） 木製ベンチ    ２基 

（３） 木製スツール   ２基 

 

８ その他 

  取材にお越しの際は，大船遺跡駐車場をご利用ください。（別添図参照） 
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